
▲ コンク リー ト橋 のメナーゼ ヒンジ用鉄筋

架設後鉄筋 の一 部が大気中 に露出す るた

め，溶融亜鉛 めっ き して長期防錆が はか

られて います。



溶融亜鉛めっき試験方法のJlS改 正

JISHO401（ 溶融亜鉛め っき試験方法）が昭和58年

11月1日 付で改正公示 されました。

今回の改正の理由は，JISH8641（ 溶融亜鉛めっき）

が国際規格 との整合性 をはか ることを目的に，昭和57年

に改正されましたので，JISHO401も 見直しの必要が

生じたためです。

改正の主な点について説明します と，新規格では条文

構成の順序の一部を変更，鉄鋼製品の分類 を実情に合わ

せています。次に使用薬品の種類 と品質 を試験目的に沿

ったものに改正 し，また，使用 していない試験方法を削

除するなどわか りやすい規格 となっています。

1． 鉄鋼製品の分類

め っ き試 験 の便 宜 上 ， め っ き加 工 方 法 や 鉄 鋼 製 品 の 形

状 ， 用 途 な どに よ って ， 旧規 格 で は6種 類 に分 類 され て

い た が ， 今 回 の 改正 で 加 工 品類 を加 え7種 類 と した 。

（1）管 類 ：水 道 用 鋼 管 ・電 線 管 ・配 管 用 鋼 管 ・構 造 用 鋼

管 ・鋼 管 足場 ・そ の 他

（2）薄板 類 ：亜 鉛 鉄 板

（3）線 類 ：鉄 線 ・鋼 線 ・ワ イヤ ロー プ ・鉄 よ り線 ・鋼 よ

り線 ・金 網 ・バー ブ ドワイヤ ・じゃか ご ・が い装 線 ・

鋼 心 ア ル ミニ ウ ム よ り線 用 心 線 ・そ の 他

（4）圧 延 鋼 材 類 ：鋼 板 ・形 鋼 ・平 鋼 ・棒 鋼 な どの圧 延 鋼

材 類

（5）加 工 品 類 ：鉄 塔 ・橋 梁 ・鉄 骨 ・造 船 金 物 ・架 線 金 物 ・

タ ン クな どの 鉄 鋼 加 工 製 品 ・そ の他

（6）ボ ル ト ・ナ ッ ト類 ：各種 ボ ル ト ・ナ ッ ト・コ ッター ・

座 金 ・そ の 他

（7＞鋳 鍛 造 品 類 ：鋳 鉄 品 ・鍛 鋼 品 ・鋳 鋼 品 ・管 継 手 （鋼

管 製 を含 む ） ・が い し用 金具 ・そ の他

2． 試験方法の分類

溶融亜鉛めっきの試験方法には，付着量，硫酸銅，密

着性，性状等の試験があり，それぞれ製品別に適用され

ていた。今回の改正で旧規格になかった目視 を密着性に

追加 した。また，性状試験は管類の水道用亜鉛めっき鋼

管だけ とし，線類は削除 した。

3． 付着量試験方法

旧規格では重量法（直接法），塩化アンチモン法 （間接

法）と呼ばれていたが，両方法 とも重量測定によって付

着量を求める試験で，まぎらわしい表現を避けるため「直

接法」，「塩化アンチモン法」 と改正 した。

4． 付着量の計算

（1）直接法

直接法は原材を試験片 とし，めっき前に秤量 して，

めっき後再び秤量し，その増量から亜鉛付着量を求

める。

（2）塩化アンチモン法

塩化アンチモン法はめっきされた製品や試験片を

秤量した後，塩酸でめっき層 を溶解除去 し，再び秤

量し，その減量から亜鉛付着量を求める方法で，広

く一般的に行われている。この試験で溶解用塩酸に

塩化アンチモン溶液等を添加す るため，塩化アンチ

モン法 と呼ばれている。今回の改正で，ボル ト・ナ

ット類のねじ部 を含む付着量 を求め易 くす るため，

六角 ボル ト・ナット （メー トルねじ）の公称寸法を

適用して表面積 を求める式を定めている。

5． 硫酸銅試験方法

旧規格では，均一性試験の表現で硫酸銅試験が適用さ

れてきたが，この方法は均一性ではなく，最小膜厚 を調べ

るものであ り，JISH8641で も硫酸銅試験 としている

ので表現 を改正 した。

6． 密着性試験方法

（1）旧規格では機械的試験 と表現 していたが，密着性 を

調べる試験で，機械的 という表現は適当でないため，

密着性試験 と表現を改正 した。

（2）目視による方法
旧規格では目視による方法は規定 されていなかっ

たが，ハ ンマー試験や他の試験方法の適用を受けな

い8mm末 満の厚さのものに対 して，何の規定 もなか

ったので，広 く採用出来る目視を設けている。

試験方法の分類 （新規格）

試験方法 付着量試験 密着性試験 性状試験
鉄鋼
製品の分類 直 接 法

塩 化 ア ン

チ モ ン法

硫酸銅
試験 目 視 曲げ試験

ノ＼ン マ ー

試 験

二 りクセ

ン 試 験 巻付試験 （ア無 リ）

管 類 一 ○ ○ ○ ○ 一 一 一 ○
薄 板 類 ○ ○ 一 一 ○ 一 ○ 一 一

線 類 一 ○ ○ 一 ○ 一 一 ○ 一

圧 延 鋼 材 類 ○ ○ ○ ○ 一 ○ 一 一 一

加 工 品 類 ○ ○ ○ ○ 一 ○ 一 一 一

ボル ト ・ナ ッ ト類 ○ ○ ○ ○ 一 ○ 一 一 一

鋳 鍛 造 品 類 ○ ○ ○ ○ 一 ○ 一 一 一

備考 表中の○印は適応す る試験項 目を示す
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鋼 構 造 物 の 溶 融 亜 鉛 め っ きに っ い て の ご照 会 は， 上 記 団 体 に お 問 い合 わせ 下 さ い。
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